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島
原
市
の
市
章
の
使
用
に
つ
い
て
、
市
民
の

シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
市
章
は
要
綱
を
定
め
て
使
用

さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
市
章
の
使
用
は
、
使
用
申
請
が
あ
っ
た
際
に
、

市
長
決
裁
で
許
可
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

市
章
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
る
の
で
、

使
用
許
可
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
使
用
を
図
る
た

め
に
も
要
綱
等
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
教
育
委
員
会
の
会
議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

掲
載
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
公
開
し
て
い

な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
掲
載
内
容
等
を
検
討
し
、
公
開
に
向
け
て
準

備
し
た
い
。

　
　
社
会
教
育
委
員
会
の
中
で
公
民
館
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
今
後
さ
ら
に
調
査
研
究
を
深
め
、
今
年
度
末

ま
で
に
は
研
究
結
果
を
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
目

標
設
定
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　
自
治
公
民
館
の
位
置
づ
け
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
自
治
公
民
館
は
、
社
会
教
育
法
に
公
民
館
類

似
施
設
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
地

域
住
民
の
学
習
・
生
活
の
関
連
施
設
の
機
能
を
持

ち
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
組
織
的
な
対
応

を
図
る
拠
点
施
設
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

自
治
会
活
動
と
公
民
館
活
動
の
違
い
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
民
間
の
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
内
容
、
地

域
へ
の
貢
献
度
、
時
代
に
合
っ
て
い
る
か
等
に
つ

い
て
審
査
す
る
考
え
は
な
い
か
。
。

　
　
事
務
事
業
評
価
や
外
部
委
員
を
も
っ
て
設
置

し
て
い
る
行
政
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
運
営
費

補
助
金
の
あ
り
方
な
ど
に
対
す
る
提
言
等
を
い
た

だ
き
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
自
治
会
、
町
内
会
の
公
民
館
、
集
会
所
に
補

助
金
を
出
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
内
会
・
自
治
会
運
営
費
補
助
金
は
、
合
併

協
議
会
を
踏
ま
え
五
年
間
の
経
過
措
置
を
経
て
、

二
十
三
年
度
以
降
、
同
一
の
算
定
基
準
に
基
づ
き

交
付
す
る
と
し
た
経
過
が
あ
り
、今
後
も
町
内
会
・

自
治
会
連
合
会
と
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
市
営
住
宅
の
浴
槽
に
つ
い
て

　
　
旧
有
明
町
に
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
公
園
、
物
産
館
、

ま
た
グ
ラ
ン
ド
の
上
の
管
理
棟
の
管
理
を
民
間
に

委
託
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
公
園
管
理
の
現
状

と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
フ
ラ
ワ
ー
公
園
は
、
花
の
植
栽
等
を
市
で
管

理
し
て
お
り
、
物
産
館
は
、
有
明
ふ
る
さ
と
開
発

振
興
協
会
に
業
務
委
託
し
運
営
し
て
い
る
。
物
産

館
の
近
年
の
売
り
上
げ
減
少
、
有
明
の
森
運
動
公

園
管
理
棟
の
活
用
、
フ
ラ
ワ
ー
公
園
の
さ
ら
な
る

充
実
、
並
び
に
物
産
館
で
の
産
品
の
販
売
促
進
等

が
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
利
用
促
進
と
利
便
性

を
図
る
た
め
、
一
体
で
の
管
理
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
民
間
委
託
、指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
い
う
こ
と
が
役
立
つ
の
か
。

　
　
一
体
的
に
管
理
す
れ
ば
、
指
定
管
理
者
の
経

営
努
力
に
よ
る
施
設
の
利
用
促
進
と
利
便
性
等
の

向
上
、
あ
わ
せ
て
財
政
経
費
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
。

民
間
の
能
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、
市
民

及
び
来
場
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
ひ
い
て
は

地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
販
路
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
地
域
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
母
子
家
庭
に
限
ら
ず
、
父
子
家
庭
へ
の
児
童

扶
養
手
当
が
八
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
受
給
の
た
め
の
周
知
徹
底
は
進
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
世
帯
数
は
。
　

　
　
対
象
世
帯
数
は
、
五
月
末
現
在
で
、
母
子
家

庭
五
百
五
十
三
世
帯
、
父
子
家
庭
が
百
十
世
帯
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
受
給
す
る
に
は
申

請
が
必
要
で
あ
り
、
十
分
な
周
知
が
必
要
と
考
え

て
い
る
の
で
、
今
後
、
申
請
時
期
や
申
請
手
続
に

つ
い
て
、
「
広
報
し
ま
ば
ら
」
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
Ｆ
Ｍ
し
ま
ば
ら
等
に
よ
る
周
知
、
あ
わ
せ
て

民
生
委
員
、
児
童
委
員
に
も
制
度
の
改
正
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
生
活
保
護
受
給
申
請
と
受
付
業
務
に
問
題
点

は
な
い
か
。

　
　
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
世
帯
状
況
を
十
分
把

握
し
た
上
で
、
健
康
保
険
、
年
金
及
び
雇
用
保
険

な
ど
の
他
法
、
他
施
策
の
活
用
や
預
貯
金
及
び
資

産
の
活
用
な
ど
の
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
生
活

保
護
制
度
の
仕
組
み
を
十
分
説
明
し
、
申
請
の
意

思
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
申
請
の
意
思
が
確

認
さ
れ
た
方
に
対
し
速
や
か
に
申
請
書
を
交
付
す

る
と
と
も
に
、
手
続
に
つ
い
て
助
言
し
申
請
書
を

受
理
し
て
い
る
。
受
理
後
、
申
請
者
宅
の
家
庭
訪

問
、
稼
動
能
力
の
有
無
、
固
定
資
産
や
課
税
状
況

の
調
査
、
預
貯
金
調
査
、
保
険
加
入
調
査
、
扶
養

義
務
者
へ
の
援
助
の
照
会
、
及
び
入
通
院
し
て
い

る
方
は
主
治
医
と
面
会
し
病
状
調
査
を
し
、
そ
れ

ら
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
要
否
を
判
定
し
て
い
る
。
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